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:③傷病者本人に「心肺蘇生の

「

璽警認8:晉口頭の情報提供も対象に含みます。
1 詈雷奮詈票g:霜冒胃

」があ
i∪
冨足
I]桑

曇百ぽ躍父譲零勇厚昇髪:L:暑713ユ|こ関与していない友

Ll｀…T^′E5■■ 弓勿 V′ ■へ ′ノしC口 ′Lり用 ′ヽ 、 クヽ Vノ 弓Rrコ 4 wE口 :ぃ し い ソ

最終段階にあること
)肺蘇生の実施を望まない意思」があること
思決定に際し想定された症状と理症が合致していること
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3運 用の細部

。速やかに心肺蘇生を開始します。

辰をおいた活動を行うためです。

ま、現行のとおり警察官を要請し、

①心肺停止の確認
②lb肺蘇生の実施と情報聴取

救急隊

「 傷病者
量 傷病者本人に「心肺蘇生の実施を望まない意思」があることを
示された場合には、かかりつけ医等に連絡 します。

4留 意事項
○ 直接又は訪間看護師等を経由してもかかりつけ医等に連絡がつかない場合や、家族等又はかかり

つけ医等に傷病者を弓|き継げない場合等は、心肺蘇生を継続して 2次医療機関等に搬送します。
○ 心肺蘇生を実施しない、死亡確認や死亡診断のための搬送は、総務省消防庁から「救急業務に該

当しないと考えられる」との見解が示されているため、医療機関に搬送することはできません。

O lb肺蘇生の中止は |■ |■ 11■ 1■ |■■に従います。医師以タトの医療従事者 (看護師、介護者人

福祉施設職員等)/Dhらの指示や、伝間による指示には対応できません。

〇 傷病者本人に「心肺蘇生の実施を望まない意思」があることを示された事案は、すべて医師検証の
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ヌのみでは、上記項目を判断できない場合には、
いら聴取してください。
:絡には、訪間看護ステーション等を活用するな
。ます。かかりつけ医等ず ど様々な方法で連絡レます。
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医師の指示及び家族等の同意を得て、家族等に引き継ぎます。受けF総聖E年
を中止する
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:045分という時間は、在宅医の往診料が保険診療として認められる距

対象とします。東京都MC協議会の事後検証委員会等により、適宜 ∠ていきます。


